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宅
の
自
治
会
と
学
生
の
交
流
促

進
サ
ポ
ー
ト
、
学
生
の
同
住
宅

へ
の
入
居
支
援
を
通
じ
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
住
民
と
の
交
流
実

施
を
条
件
に
学
生
の
家
賃
を
割

り
引
い
た
り
、
エ
ア
コ
ン
等
の

設
置
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

昭
和
薬
大
で
は
、
協
定
締
結

以
前
か
ら
映
画
鑑
賞
会
や
餅
つ

き
大
会
な
ど
、
本
町
田
住
宅
の

住
民
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
た

ほ
か
、
町
田
市
の
子
育
て
相
談

セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
事
業
な
ど

地
域
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

一
方
、
公
社
は
少
子
高
齢
化

の
進
展
で
自
治
会
活
動
の
参
加

者
が
減
少
す
る
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
回

連
携
協
定
締
結
を
昭
和
薬
大
に

打
診
し
て
実
現
し
た
。

  

昭
和
薬
大
の
元
木
和
幸
理
事

長
は
、
今
回
の
連
携
協
定
に
つ

い
て
「
学
生
が
恵
ま
れ
た
条
件

で
住
宅
に
入
居
で
き
る
こ
と
、

多
世
代
交
流
な
ど
多
様
な
体
験

機
会
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
医

療
人
に
必
要
な
感
性
、
人
間
性

を
磨
く
環
境
を
い
た
だ
け
る
こ

と
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
入
居

し
た
学
生
が
ど
の
よ
う
に
成
長

し
て
い
く
か
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

東
京
都
住
宅

供
給
公
社
の
千

葉
裕
理
事
は

「
入
居
者
の
高

齢
化
が
進
み
、

自
治
会
活
動
の

担
い
手
が
減
少

し
て
い
る
住
宅

も
あ
る
状
況
を

踏
ま
え
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
と
学

生
の
人
材
育
成

に
寄
与
し
た

い
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　

開
会
式
で
齋
藤
英
彦
会
頭

は
、
３
月
30
日
か
ら
４
月
７
日

ま
で
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
で

開
催
し
た
市
民
展
示
「
健
康
未

来
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
に
言
及
。「
多

く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
て
参
加

者
は
30
万
人
を
超
え
、
医
学
会

総
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
市

民
へ
の
医
学
医
療
、
健
康
情
報

を
届
け
る
こ
と
、
市
民
と
の
対

話
は
成
功
と
し
た
と
思
う
」
と

成
果
に
自
信
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
世
界
有
数
の

長
寿
国
と
な
っ
た
日
本
だ
が
、

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
大
き

な
差
が
あ
る
」
と
指
摘
。「
人

口
減
少
に
よ
り
、
医
療
介
護
の

担
い
手
不
足
、
医
療
費
や
介
護

費
用
の
増
加
に
よ
る
社
会
保

障
の
持
続
性
が
大
き
な
問
題
。

さ
ら
に
、
ゲ
ノ
ム
医
療
や
人

工
知
能
等
の
革
新
技
術
が
臨

床
応
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

常
識
が
生
命
倫
理
の
枠
を
超

え
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ

て
な
い
ほ
ど
社
会
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
必
要

な
時
代
に
あ
る
」
と
式
辞
を

述
べ
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
日

本
医
師
会
の
横
倉
義
武
会
長

は
、「
政
府
が
５
年
後
に
発

行
す
る
新
１
０
０
０
円
札
の

肖
像
画
に
日
本
医
師
会
の
初

代
会
長
の
北
里
柴
三
郎
先
生

を
採
用
す
る
と
発
表
が
あ
っ

た
。
北
里
先
生
は
、
１
９
０

２
年
に
開
催
さ
れ
た
医
学
会

総
会
の
前
身
で
あ
る
第
１
回

日
本
連
合
医
学
会
の
副
会
頭
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第
30
回
日
本
医
学
会
総
会
が
４
月
27
～
29
日
の
３
日

間
、「
医
学
と
医
療
の
深
化
と
広
が
り
―
健
康
長
寿
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
名
古
屋
市

の
名
古
屋
国
際
会
議
場
を
主
会
場
に
開
か
れ
た
。
１
９
０

２
年
以
来
、
４
年
に
１
回
開
か
れ
約
１
２
０
周
年
を
迎
え

た
今
総
会
は
、
中
部
８
県
の
医
科
大
学
、
県
医
師
会
の

オ
ー
ル
中
部
体
制
で
開
催
。
四
つ
の
柱
か
ら
な
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
し
、
先
端
医
学
・
医
療
や
健
康
長
寿
社
会
実

現
の
た
め
の
取
り
組
み
ま
で
幅
広
く
議
論
し
た
。
初
め
て

国
際
化
の
課
題
に
も
向
き
合
っ
た
。
市
民
公
開
講
座
も
14

セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催
し
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
に
向

け
て
国
民
の
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
市
民
と
の
対

話
を
積
極
的
に
実
践
す
る
、
よ
り
社
会
に
開
か
れ
た
総
会

と
な
っ
た
。

を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も

感
慨
深
い
」
と
し
た
上
で
、「
北

里
先
生
は
、
予
防
医
学
を
確
立

す
る
こ
と
が
近
代
化
で
あ
る
と

言
っ
て
い
た
が
、
日
本
医
師
会

も
北
里
先
生
の
志
を
受
け
継

ぎ
、
治
療
を
主
体
と
す
る
医
療

の
み
な
ら
ず
予
防
や
健
康
づ
く

り
に
力
点
を
置
く
健
康
長
寿
社

会
の
実
現
に
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

主
催
地
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
大
村
秀
章
愛
知
県

知
事
は
、「
名
古
屋
で
医
学
会

総
会
が
開
催
さ
れ
る
の
は
３
回

目
24
年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
、
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
」

と
歓
迎
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
日

本
の
医
療
、
医
学
は
世
界
か
ら

の
期
待
が
大
変
高
い
。
世
界
の

人
類
の
未
来
を
切
り
拓
く
担
い

手
と
し
て
活
躍
、
発
展
す
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

市
民
と
対
話
、社
会
に
成
果
示
す

名古屋で医学会総会

◆
日
本
の
製
薬

企
業
が
ア
ジ
ア

に
狙
い
を
定
め

始
め
た
。
最
大

の
標
的
は
世
界

第
２
位
の
中
国

市
場
だ
。
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬

は
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の

一
部
だ
っ
た
中
国
を
独
立
し

た
事
業
地
域
と
し
て
昇
格
。

エ
ー
ザ
イ
は
欧
米
と
同
時
期

に
新
薬
を
投
入
し
、
蘇
州
に

新
工
場
を
設
立
す
る
な
ど
日

米
に
続
く
第
３
の
市
場
に
育

成
す
る
。
市
場
開
放
下
で
欧

米
企
業
に
対
抗
し
て
い
く
姿

勢
だ
◆
東
南
ア
ジ
ア
は
海
外

大
手
も
未
開
拓
で
日
本
企
業

に
も
勝
機
が
あ
る
。
大
塚
製

薬
、
大
日
本
住
友
製
薬
、
田

辺
三
菱
製
薬
、Meiji Seika

フ
ァ
ル
マ
に
加
え
、
後
発
品

メ
ー
カ
ー
も
現
地
に
事
業
基

盤
を
構
築
す
る
◆
ア
ジ
ア
を

欧
州
の
よ
う
に
一
つ
の
市
場

に
で
き
る
か
。
ア
ジ
ア
規
制

調
和
の
実
現
が
勝
負
の
鍵
を

握
る
。
日
本
主
導
で
各
国
の

規
制
当
局
間
の
新
薬
承
認
審

査
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
化
す
る

取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
翻

弄
さ
れ
、
後
手
の
対
応
に

回
っ
て
き
た
平
成
年
間
を
教

訓
に
、
令
和
時
代
は
日
本
が

持
つ
技
術
や
製
品
、
制
度
を

国
際
標
準
に
し
て
い
く
攻
め

の
姿
勢
が
必
要
に
な
る
。
地

の
利
が
生
か
せ
る
ア
ジ
ア
市

場
で
勝
つ
た
め
の
知
恵
を
絞

り
、
日
本
旋
風
を
巻
き
起
こ

し
て
ほ
し
い
。

　

４
月
27
日
の
会
頭
講
演
で

は
、
齋
藤
会
頭
が
「
医
学
・
医

療
と
生
老
病
死
：
不
変
の
精
神

と
技
術
革
新
」
を
テ
ー
マ
に
論

じ
た
。
齋
藤
氏
は
、
平
均
寿
命

の
伸
び
と
先
端
医
療
の
登
場
を

列
挙
し
、
高
齢
化
と
共
に
高
ま

る
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
危
機
に
あ
る

と
指
摘
。
そ
の
解
決
策
と
し
て

疾
病
予
防
・
介
護
予
防
の
推
進

な
ど
を
提
言
し
た
。

　

齋
藤
氏
は
、
先
進
国
の
平
均

寿
命
に
言
及
。
特
に
１
０
０
歳

以
上
の
「
百
寿
者
」
が
１
９
６

３
年
に
１
５
３
人
だ
っ
た
の
が

２
０
１
８
年
に
は
６
万
９
７
８

　

昭
和
薬
科
大
学
と
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
は
４
月
25
日
、
大

学
の
近
隣
地
域
活
性
化
と
学
生

の
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
を
課
題
と
し
て
い

た
公
社
が
、
以
前
か
ら
地
域
連

携
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
昭

和
薬
大
に
連
携
を
持
ち
か
け
、

今
回
の
協
定
締
結
が
実
現
し

た
。
大
学
近
く
に
位
置
し
、
公

社
が
管
理
す
る
町
田
市
の
本
町

田
住
宅
の
住
民
と
学
生
の
交
流

を
支
援
す
る
ほ
か
、
住
民
と
の

交
流
を
条
件
に
家
賃
を
割
り
引

い
て
学
生
入
居
を
促
す
考
え
。

既
に
２
人
の
学
生
が
入
居
の
意

思
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

　

連
携
協
定
で
は
、
本
町
田
住

人
生
100
年
へ
予
防
推
進
　
会
頭
講
演
で
提
言

５
人
と
４
５
０
倍
に
急
増
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。
日
本
の
比

較
的
平
等
な
社
会
、
経
済
発

展
、
医
療
制
度
が
平
均
寿
命
の

伸
び
に
貢
献
し
て
き
た
と
の
認

識
を
示
し
た
。

　

一
方
で
、
ゲ
ノ
ム
医
療
や
遺

伝
子
治
療
、
バ
イ
オ
バ
ン
ク
、

再
生
医
療
な
ど
の
先
端
医
療
が

登
場
し
、
生
命
倫
理
や
高
額
な

医
療
費
な
ど
の
新
た
な
問
題
が

出
て
き
て
お
り
、
国
民
皆
保
険

都
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
協
定

高
齢
住
民
と
学
生
の
交
流
支
援

昭和薬科大

の
危
機
に
あ
る
と
指
摘
。「
医

療
の
質
、
ア
ク
セ
ス
、
コ
ス
ト

の
全
て
を
満
た
す
の
は
難
し

い
」
と
の
認
識
を
述
べ
、
先
進

国
の
９
大
死
因
の
ト
ッ
プ
が
タ

バ
コ
、
２
位
が
高
血
圧
、
４
位

が
運
動
不
足
で
あ
っ
た
デ
ー
タ

を
提
示
。「
い
か
に
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
が
大
事
か
を

示
し
て
い
る
」
と
解
決
策
を
示

し
た
。

　

そ
の
上
で
、
国
民
皆
保
険
制

度
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
前
提
に
「
生
活
習
慣

の
改
善
や
運
動
、
ワ
ク
チ
ン
な

ど
の
疾
病
予
防
、
介
護
予
防
の

推
進
を
提
案
し
た
い
」
と
提

言
。
予
防
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
な
る
診
療
報
酬
体
系
、
技
術

革
新
に
よ
る
効
率
化
、
省
力
化

な
ど
も
訴
え
た
。

盛大に開かれた開会式

齋藤会頭

協
定
書
に
調
印
し
た
元
木
理
事
長

（
左
）
と
千
葉
理
事
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健康長寿社会の実現探る


